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日
本
か
ら
中
国
へ
の
高
校
修

学
旅
行
は
、
０８
年
の
実
施
人
数

を
み
る
と
１
万
７
０
９
５
人

（
公
立
高
校
が
６８
件
１
万
６
４

３
人
、
私
立
高
校
が
４８
件
で
６

４
５
２
人
�
日
本
修
学
旅
行
協

会
調
べ
）
で
、
前
年
と
同
じ
１

万
７
０
０
０
人
台
だ
っ
た
。

中
国
は
、
日
本
の
お
よ
そ
２６

倍
の
国
土
を
有
し
、
黄
河
文
明

や
長
江
文
明
な
ど
の
古
代
か
ら

現
在
ま
で
の
長
い
歴
史
を
も
っ

て
い
る
。
歴
史
で
学
ん
だ
遣
隋

使
や
遣
唐
使
を
は
じ
め
、
日
本

と
の
深
い
関
係
は
改
め
て
い
う

ま
で
も
な
い
。
そ
う
し
た
意
味

で
は
学
習
テ
ー
マ
に
こ
と
欠
か

な
い
が
、
今
回
は
記
憶
に
新
し

い
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
来
年

開
か
れ
る
上
海
万
博
を
中
心
に

紹
介
し
て
み
よ
う
。

０８
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
、
世
界
２
０
４
の
国
と
地
域

か
ら
約
１
万
１
０
０
０
人
の
選

手
が
参
加
し
て
２８
競
技
３
０
２

種
目
を
競
い
合
っ
た
。
熱
戦
の

舞
台
と
な
っ
た
北
京
国
家
体
育

場
（
通
称
・
鳥
の
巣
）
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
前
も
期
間

中
も
、
そ
し
て
現
在
も
話
題
の

建
築
物
と
し
て
人
々
の
関
心
を

集
め
て
い
る
。
建
築
物
と
し
て

構
造
的
に
一
見
の
価
値
が
認
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
ほ

か
の
競
技
場
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

公
園
な
ど
も
同
様
で
、
ア
ス
リ

ー
ト
の
熱
気
に
思
い
を
馳
せ
な

が
ら
、
各
ス
タ
ジ
ア
ム
を
巡
る

コ
ー
ス
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
北
京
と
い
え
ば
万
里

の
長
城
・
八
達
嶺
を
は
じ
め
故

宮
博
物
院
、
天
壇
公
園
、
明
の

十
三
陵
、
頤
和
園
、
北
京
原
人

遺
跡
な
ど
世
界
遺
産
が
目
白
押

し
だ
。
そ
し
て
圧
倒
的
な
迫
力

の
天
安
門
広
場
が
あ
る
。
さ
ら

に
京
劇
鑑
賞
や
北
京
ダ
ッ
ク
を

は
じ
め
北
京
料
理
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
が
待
っ
て
い
る
。
日

本
の
学
校
の
修
学
旅
行
で
は
７

〜
８
割
が
、
こ
こ
北
京
で
実
施

さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
受
け
入

れ
態
勢
も
整
っ
て
い
る
。

一
方
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
体

力
、
肉
体
の
祭
典
な
ら
ば
、
知

力
、
技
術
力
の
祭
典
が
国
際
博

覧
会（
万
博
）だ
。
中
国
で
は
、

来
年
５
月
１
日
か
ら
１０
月
３１
日

ま
で
上
海
国
際
博
覧
会
（
上
海

万
博
）
が
開
催
さ
れ
る
。
２
０

０
の
国
家
と
国
際
機
関
の
出

展
、
７
０
０
０
万
人
の
見
学
者

を
誘
致
す
べ
く
着
々
と
準
備
が

進
ん
で
い
る
。

万
博
の
テ
ー
マ
は
「
よ
り
良

い
都
市
、
よ
り
良
い
生
活
」で
、

サ
ブ
テ
ー
マ
は
「
都
市
多
元
文

化
の
融
合
」
と
し
て
い
る
。
首

都
の
北
京
が
政
治
の
中
心
、
万

博
開
催
地
の
上
海
は
経
済
の
中

心
地
。
日
々
発
展
の
槌
音
が
絶

え
な
い
上
海
は
、
都
市
経
済
の

繁
栄
、都
市
科
学
技
術
の
革
新
、

都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再

生
、
都
市
と
農
村
の
対
話
と
い

っ
た
万
博
の
狙
い
に
最
適
な
都

市
と
い
え
る
。

ま
た
、
上
海
は
体
験
や
見
学

施
設
が
多
い
。
上
海
科
学
技
術

館
を
は
じ
め
、
上
海
博
物
館
、

生
き
た
昆
虫
展
示
の
あ
る
大
自

然
野
生
昆
虫
館
、
漢
方
薬
の
科

学
知
識
も
学
べ
る
上
海
中
医
薬

博
物
館
ほ
か
、
美
術
や
鉄
道
、

都
市
計
画
な
ど
の
多
様
な
博
物

館
が
集
中
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

文
化
や
体
育
と
娯
楽
性
を
融
合

さ
せ
た
ス
ー
パ
ー
雑
技
の
上
海

サ
ー
カ
ス
セ
ン
タ
ー
、
自
分
の

手
で
紫
砂
壺
の
制
作
も
体
験
で

き
る
四
海
坪
博
物
館
、

中
国
江
南
古
典
風
園
林

の
代
表
作
と
し
て
世
界

に
知
ら
れ
る
豫
園
、
上

海
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

で
も
あ
る
高
さ
４
６
９

�
の
東
方
明
珠
タ
ワ
ー

な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
。

こ
の
ほ
か
に
も
北
京

や
上
海
、
西
安
な
ど
で

は
、
地
方
ご
と
に
異
な

る
餃
子
や
小
龍
包
づ
く

り
を
は
じ
め
書
道
、「
中

国
結
」
ほ
か
の
伝
統
民

芸
、
京
劇
、
中
国
武
術

（
太
極
拳
ほ
か
）の
体
験
教
室
、

あ
る
い
は
一
般
家
庭
や
農
村
で

の
市
民
生
活
体
験
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
間
の
交
流
も
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る
。

高
校
生
の
海
外
修
学
旅
行
先

で
は
、
ア
ジ
ア
地
域
内
で
最
も

人
気
の
高
い
の
が
韓
国
だ
。
日

本
修
学
旅
行
協
会
に
よ
る
と
、

０８
年
度
に
日
本
か
ら
韓
国
を
訪

れ
た
高
校
の
海
外
修
学
旅
行
生

は
２
万
５
５
８
０
人
（
公
立
高

校
９７
件
１
万
５
９
３
１
人
、
私

立
高
校
８２
件
９
６
４
９
人
）で
、

ア
ジ
ア
地
域
内
へ
向
け
た
高
校

修
学
旅
行
の
約
４
分
の
１
を
占

め
て
お
り
、
し
か
も
着
実
に

年
々
増
加
し
て
い
る
。

人
気
の
秘
密
は
、
日
本
か
ら

近
い
、
旅
行
代
金
が
安
い
、
日

本
と
歴
史
、
文
化
の
つ
な
が
り

が
深
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

一
番
の
理
由
は
学
習
素
材
が
豊

富
な
こ
と
。
各
都
市
で
の
自
主

行
動
を
は
じ
め
歴
史
・
文
化
学

習
や
平
和
学
習
、
自
然
・
環
境

学
習
な
ど
テ
ー
マ
別
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
組
み
や
す
い
。さ
ら
に
、韓

国
は
治
安
が
良
く
、
日
本
語
の

通
じ
る
店
も
多
い
こ
と
が
活
動

を
容
易
に
し
、
学
習
内
容
の
深

耕
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

今
回
は
、
豊
富
な
素
材
の
一

端
を
ソ
ウ
ル
近
郊
か
ら
離
れ
て

紹
介
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
百
済
文
化
圏（
扶
余
、

公
州
）
の
地
域
を
訪
ね
る
コ
ー

ス
だ
。
日
本
の
文
化
を
考
え
る

上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
仏
教

の
伝
来
。
日
本
史
の
教
科
書
で

は
、
西
暦
５
３
８
年
に
百
済
か

ら
仏
像
や
教
論
が
伝
来
し
た
と

あ
る
。
伝
来
時
期
に
は
異
説
も

あ
る
が
、
肝
心
な
の
は
百
済
か

ら
と
い
う
こ
と
。
そ
の
本
家
本

元
を
訪
ね
て
、
日
本
と
の
歴
史

的
な
つ
な
が
り
を
学
ぶ
価
値

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
極
め
て
大
き
い
。
い
わ

ば
、
精
神
文
化
の
ル
ー
ツ
を
た

ど
る
に
等
し
い
価
値
が
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
欠
か
せ

な
い
の
が
英
語
。
韓
国
の
英
語

熱
は
高
い
。
国
内
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
を
再
現

し
、
韓
国
語
さ
え
使
え
な
い
オ

ン
リ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
体

験
空
間
を
つ
く
り
上
げ
て
し
ま

っ
た
。
そ
れ
が
、
京
畿
道
英
語

村
・
坡
州
キ
ャ
ン
プ
だ
。入
村
に

は
入
国
手
続
き
（
実
際
の
海
外

の
入
国
管
理
事
務
所
を
再
現
）

が
必
要
な
の
を
は
じ
め
、
体
験

�
遊
び
�
教
育
の
融
合
し
た
環

境
下
で
英
語
に
自
然
と
触
れ
ら

れ
る
。
キ
ャ
ン
プ
内
に
は
市
庁

舎
、
商
店
街
、
劇
場
、
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル
、研
修
施
設
、体
験

教
育
館
、
学
生
寮
ほ
か
町
の
機

能
が
す
べ
て
そ

ろ
っ
て
い
る
。

本
土
か
ら
海

を
隔
て
た
済
州

は
、
世
界
自
然

遺
産
で
人
気
急

上
昇
の
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
。
日
本
で
済

州
島
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
島

内
は
、
１
割
が

遺
産
地
域
で
、

そ
こ
を
巡
る
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
石
柱
や

鐘
乳
石
の
神
秘
的
な

風
景
を
観
察
で
き
る

万
丈
窟
、
海
に
張
り

出
し
た
城
山
日
出

峰
、
海
抜
１
９
５
０

㍍
の
漢
拏
山
な
ど
が

代
表
格
だ
。
ま
た
、

島
独
特
の
生
活
文
化
に
触
れ
る

体
験
も
見
逃
せ
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
各
地
の
学
習
素

材
は
豊
富
だ
が
、
や
は
り
ソ
ウ

ル
は
欠
か
せ
な
い
。
従
来
の
歴

史
や
文
化
学
習
と
は
一
線
を
画

し
た
清
渓
川
に
注
目
し
た
い
。

清
渓
川
は
、
北
側
に
北
岳
山

と
仁
王
山
、
そ
し
て
東
側
の
駝

山
と
南
側
の
南
山
か
ら
水
が
流

れ
込
み
、
ソ
ウ
ル
の
都
心
を
横

切
っ
て
い
た
川
だ
っ
た
。
し
か

し
ソ
ウ
ル
６
０
０
年
の
歴
史
の

中
で
は
、
氾
濫
や
治
水
の
難
し

さ
か
ら
、
市
の
開
発
に
伴
っ
て

暗
渠
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
が
、
０３
年
か
ら
の
工
事
で
道

路
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
蓋
が
取

り
除
か
れ
、
現
在
で
は
市
内
で

憩
い
の
場
を
提
供
す
る
親
水
エ

リ
ア
と
し
て
川
そ
の
も
の
が
蘇

っ
て
い
る
。
都
市
の
環
境
問
題

を
考
え
る
上
で
は
、
最
高
の
学

習
教
材
を
提
供
し
て
い
る
。

中 国
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時差：日本の１時間遅れ
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大韓民国
時差：なし
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公用語：韓国語
通貨とレート：ウォン、W１
＝約０．０７円（０９年４月現在）

歴
史
、英
語
、自
然
そ
し
て
環
境
な
ど

１０
年
の
上
海
万
博
に
注
目

北
京
五
輪
施
設
や
世
界
遺
産
巡
り

国
内
の
随
所
に
学
習
素
材

独特のフォルムで鳥の巣と呼ばれた国家体育場百済時代に創建された白羊寺

天安門広場京畿道英語村の一角
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香
港
は
９７
年
に
英
国
統
治
が

終
え
て
中
国
に
返
還
さ
れ
た
。

日
本
か
ら
の
修
学
旅
行
生
も
訪

れ
て
い
る
が
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

伸
び
る
地
域
と
考
え
て
い
い
だ

ろ
う
。

期
待
さ
れ
る
理
由
は
、
日
本

か
ら
４
時
間
ほ
ど
の
フ
ラ
イ
ト

で
到
着
す
る
ア
ク
セ
ス
の
よ
さ

を
は
じ
め
、
イ
ギ
リ
ス
領
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
英
語
の
通
用
度

が
高
く
英
語
で
の
会
話
が
実
践

で
き
る
こ
と
。
ま
た
、
見
学
や

体
験
箇
所
が
近
隣
に
集
積
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
学
習
に
便
利

で
、
し
か
も
安
全
で
低
価
格
の

公
共
交
通
機
関
が
都
市
の
隅
々

に
ま
で
行
き
わ
た
っ
て
行
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
学
習
に
欠
か
せ
な
い
中
国

文
化
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
や
先

進
の
見
学
ポ
イ
ン
ト
も
多
く
、

広
東
料
理
や
飲
茶
を
は
じ
め
と

す
る
中
国
の
食
文
化
体
験
も
魅

力
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
中
国
本
土
へ
の
玄

関
口
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
九

広
鉄
道
を
利
用
す
る
と
新
界
東

部
や
深
�
に
ま
で
足
を
延
ば
し

た
広
範
な
学
習
活
動
も
可
能

だ
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
に
実
施
し
た
高
校
で
は

「
ア
ジ
ア
を
学
ん
で
日
本
を
知

る
、
ア
ジ
ア
を
学
ん
で
世
界
を

知
る
」
と
い
っ
た
異
文
化
理
解

の
で
き
る
地
域
と
高
く
評
価
し

て
い
る
。

香
港
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
か

ら
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
て
み

よ
う
。

自
然
環
境
学
習
で
は
、
有
機

農
法
の
分
野
で
「
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
」
の
農
場
生

活
体
験
の
ほ
か
、
「
カ
ド
ー
リ

農
場
植
物
園
」
で
は
見
学
だ
け

で
な
く
自
然
環
境
保
護
が
学
べ

る
。
ま
た
、
自
然
観
察
の
分
野

で
は
、
デ
ィ
ー
プ
ベ
イ
・
ラ
ム

サ
ー
湿
地
帯
で
の
自
然
観
察
ツ

ア
ー
の
ほ
か
、
ク
ル
ー
ズ
で
希

少
生
物
の
ピ
ン
ク
ド
ル
フ
ィ
ン

・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
ペ
チ
ャ
ウ

島
の
自
然
と
歴
史
学
習
、
中
国

７
大
湿
地
の
１
つ
マ
イ
ポ
ー
自

然
保
護
区
で
の
動
植
物
観
察
や

自
然
保
護
学
習
、
田
園
地
帯
や

丘
陵
を
利
用
し
た
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
な
ど
が
あ
る
。

一
方
、
体
験
学
習
で
は
中
国

武
術
の
１
つ
カ
ン
フ
ー
、
太
極

拳
や
気
功
、
中
国
茶
道
、
中
国

４
大
料
理
な
ど
の
ほ
か
、
中
国

の
祭
事
に
欠
か
せ
な
い
「
龍
の

舞
」や
中
国
の
獅
子
舞
な
ど
を
、

見
る
だ
け
で
な
く
自
ら
体
験
で

き
る
。
こ
う
し
た
伝
統
芸
能
の

体
験
は
、
文
化
的
な
側
面
だ
け

で
な
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
重
要

性
を
体
感
す
る
貴
重
な
体
験
学

習
と
い
え
る
。

施
設
見
学
で
は
、
香
港
島
の

フ
ラ
グ
ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
茶
器

美
術
館
、
警
察
博
物

館
、
香
港
大
学
美
術

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
は
じ

め
防
災
博
物
館
、
九

龍
の
歴
史
博
物
館
、

美
術
館
、
サ
イ
エ
ン

ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

ス
ペ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
新

界
の
香
港
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・

パ
ー
ク
、
文
化
博
物
館
な
ど
。

レ
ジ
ャ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
と
呼
ば

れ
る
ラ
ン
タ
オ
島
で
は
、
世
界

で
５
番
目
の
香
港
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
の
ほ
か
、
南
シ
ナ
海
と

香
港
の
自
然
が
一
望
で
き
る
全

長
５
・
７
�
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

・
ゴ
ン
ピ
ン
３
６
０
、
タ
イ
オ

ー
と
呼
ば
れ
る
水
上
家
屋
が
並

ぶ
漁
村
ほ
か
見
学
に
こ
と
欠
か

な
い
。

日
本
か
ら
台
湾
へ
の
高
校
修

学
旅
行
が
大
き
く
伸
び
て
い

る
。
日
本
修
学
旅
行
協
会
の
調

べ
で
は
、
０８
年
の
実
施
人
数
は

７
３
０
１
人
で
、
内
訳
は
公
立

高
校
が
２７
件
で
４
６
４
６
人
、

私
立
高
校
が
２４
件
で
２
６
５
５

人
だ
っ
た
。

そ
れ
以
前
の
３
年
間
を
振
り

返
る
と
、
０５
年
は
２
２
７
３
人

（
公
立
が
６
件
・
９
２
７
人
、

私
立
が
１７
件
・
１
３
４
６
人
）

０６
年
は
３
２
７
１
人
（
公
立
が

１３
件
・
１
８
０
０
人
、
私
立
が

１７
件
・
１
４
７
１
人
）
、
０７
年

は
６
５
３
２
人
（
公
立
が
２６
件

・
５
１
５
８
人
、
私
立
が
１６
件

・
１
３
７
４
人
）
だ
っ
た
。
人

数
ベ
ー
ス
で
み
る
と
０７
年
に
急

激
な
伸
び
を
み
せ
、
０８
年
も
さ

ら
に
伸
び
を
続
け
て
い
る
。
０５

年
に
比
べ
る
と
３
年
間
で
３
倍

を
超
す
増
加
を
記
録
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
台
湾
か
ら
日
本

へ
の
高
校
教
育
旅
行
も
増
え
て

お
り
、
日
台
間
の
高
校
生
の
相

互
交
流
が
活
発
化
し
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
双
方
が
受
け

入
れ
態
勢
を
整
え
て
き
た
成
果

が
み
て
と
れ
る
。

台
湾
で
は
教
育
部
指
導
の
も

と
で
、
台
湾
の
国
際
教
育
旅
行

の
推
進
機
関
と
し
て
「
台
湾
国

際
教
育
旅
行
連

盟
」
を
０２
年
１２

月
に
設
置
。
台

湾
と
海
外
の
教

育
旅
行
交
流
を

ア
レ
ン
ジ
、
マ

ッ
チ
ン
グ
す
る
機
能
を
持
た
せ

た
。
公
立
・
私
立
の
普
通
科
高

校
と
職
業
科
高
校
の
合
計
約
４

５
０
校
が
同
連
盟
に
加
盟
し
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
な
ど
海
外

の
か
ら
の
訪
問
を
受
け
入
れ
る

台
湾
の
学
校
に
対
す
る
助
成
金

制
度
を
９８
年
か
ら
始
め
た
。
同

制
度
も
積
極
的
な
学
校
訪
問
受

け
入
れ
の
動
機
の
１
つ
に
な
っ

て
い
る
。

日
本
の
高
校
が
台
湾
を
訪
問

し
て
学
校
間
交
流
を
し
た
い
場

合
は
、
同
連
盟
に
訪
問
校
の
紹

介
を
依
頼
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。

一
方
、
日
本
側
も
ビ
ジ
ッ
ト

・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
の
一
環
で
訪
日
教
育
旅
行

を
重
視
し
た
「
訪
日
教
育
旅
行

促
進
全
国
協
議
会
」
（
国
土
交

通
省
、
文
部
科
学
省
、
国
際
観

光
振
興
機
構
な
ど
で
０５
年
１２
月

発
足
）
や
各
都
道
府
県
で
地
域

訪
日
教
育
旅
行
促
進
協
議
会
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
、
学
校
間
交

流
の
円
滑
化
に
努
め
て
い
る
。

台
湾
へ
の
教
育
旅
行
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
利
点
が
あ
る
。
環
境

面
で
は
、
�
治
安
・
衛
生
面
が

良
好
	
病
院
に
英
語
、
日
本
語

の
通
じ
る
医
師
が
い
る

な

ど
。
地
理
・
交
通
面
で
は
、
�

成
田
空
港
か
ら
約
３
時
間
の
飛

行
時
間
で
到
着
で
き
る
	
日
本

の
新
幹
線
技
術
を
海
外
で
初
め

て
採
用
し
た
台
湾
高
速
鉄
道

（
台
湾
新
幹
線
）
が
、
台
北
・

高
雄
間
を
１
０
０

分
で
結
ぶ
な
ど
、

各
種
交
通
機
関
が

充
実
し
て
い
る



平
野
部
で
は
年
間

を
通
じ
で
降
雪
が

な
い

な
ど
い
く
つ
も
の
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
台
湾
に
は
「
世
代
を

越
え
た
親
日
感
情
」
の
高
さ
が

あ
る
。
若
年
層
の「
哈
日
族（
ハ

ー
リ
ー
ツ
ゥ
）」や
高
校
の
第
２

外
国
語
で
は
日
本
語
の
人
気
が

高
い
こ
と
な
ど
も
そ
の
表
れ
で

あ
り
、
教
育
旅
行
か
ら
さ
ら
に

広
が
る
相
互
交
流
へ
の
期
待
は

大
き
い
。

こ
う
し
た
利
点
や
特
色
に
動

か
さ
れ
た
の
は
、
埼
玉
県
立
志

木
高
等
学
校（
竹
内
好
夫
校
長
）

だ
。
県
立
高
校
と
し
て
は
第
１

号
と
な
る
海
外
修
学
旅
行
を
決

定
し
、
そ
の
今
年
度
旅
行
先
と

し
て
台
湾
を
選
ん
だ
。

南国らしい交流先の校舎 香港
時差：日本の１時間遅れ
人口：約７００万人
面積：１１０８平方㌔㍍（東京
都の半分くらい）
気候：亜熱帯気候、ゆるや
かな四季がある
公用語：英語と中国語（広
東語）
通貨とレート：香港ドル、
１香港ドル＝約１２．７円（０９
年４月現在）

台湾
時差：日本の１時間遅れ
人口：約２２８２万人
面積：３万６１８８平方㌔㍍（九
州と同じくらい）
気候：北部は亜熱帯気候、
南部は熱帯気候
公用語：中国語（北京語）
通貨とレート：ニュー台湾
ドル（元）、１元＝約２．９円
（０９年４月現在）

歴
史
や
自
然
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ま
で

異
文
化
理
解
を
促
す
地
域

台
湾
は
ア
ジ
ア
２
番
目
の
人
気
地
域

３
年
間
で
３
倍
強
の
伸
び

文化を訪ねる修学旅行生

高雄女子高校の歓迎式典 伝統芸能を体験

現
地
研
修
で
最
新
情
報

今
年
は
高
雄
方
面
で
１２
月
実
施
へ

モダンとオールドの調和が
歴史の厚みを実感させる 安全だから夜も楽しく探訪

全
国
修
学
旅
行
研
究
会
は
、

４
回
目
と
な
る
台
湾
教
育
旅
行

現
地
研
修
会
を
、
昨
年
１２
月
２５

〜
２８
日
の
日
程
で
実
施
し
た
。

福
岡
、
中
部
、
関
西
、
成
田
の

各
空
港
か
ら
台
北
入
り
し
た
一

行
は
、
合
計
１５
人
。
２
日
目
は

国
内
航
空
で
花
蓮
を
往
復
、
教

育
局
、
観
光
局
、
花
蓮
高
校
な

ど
を
訪
問
し
、
現
地
関
係
者
と

座
談
会
を
も
っ
た
。
３
日
目
は

現
地
視
察
を
兼
ね
て
台
湾
新
幹

線
で
新
竹
へ
移
動
し
、
新
竹
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
、
烏
来
渓
谷

と
先
住
民
族
の
部
落
を
視
察
し

た
後
、
台
北
に
戻
っ
て
国
立
故

宮
博
物
院
を
現
地
視
察
す
る
な

ど
、
台
湾
へ
の
修
学
旅
行
に
向

け
た
最
新
の
情
報
を
収
集
し

た
。同

協
会
で
は
、
第
５
回
の
現

地
研
修
会
を
今
年
１２
月
２７
〜
３０

日
の
３
泊
４
日
で
予
定
し
て
い

る
。
訪
問
先
は
台
北
を
経
由
し

て
台
湾
第
２
の
都
市
で
あ
る
高

雄
が
中
心
と
な
る
。

１００万�と賞賛される美しい夜景

香港政府観光局
ホームページ www.DiscoverHongKong.com/jpn/
■東京オフィス
〒１００‐０００５ 東京都千代田区丸の内３‐１‐１
国際ビル２階
TEL：０３‐５２１９‐８２８８ FAX：０３‐５２１９‐８２９２
大阪オフィス
〒５４１‐００４７ 大阪市中央区淡路町３‐５‐１３
創建御堂筋ビル８階
TEL：０６‐６２２９‐９２４０ FAX：０６‐６２２９‐９６４８

台湾観光協会
ホームページ http : //taiwan.net.tw/
■東京事務所
〒１１０‐０００３東京都港区西新橋１‐５‐８
川手ビル３階
TEL：０３‐３５０１‐３５９１ FAX：０３‐３５０１‐３５８６
■大阪事務所
〒５３０‐００４７大阪府大阪市北区西天満４‐１４‐３
住友生命御堂筋ビル６階
TEL：０６‐６３１６‐７４９１ FAX：０６‐６２６６‐７３９８

華やかでにぎやかな夜

http://japanese.visitkorea.or.kr/
http://www.cnta.jp
http://taiwan.net.tw
http://www.DiscoverHongKong.com/jpn

